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歯科衛生士の役割

歯科医師による支援を願う

―歴史的変遷と未来

正当な評価求
め

歴
史
的
変
遷

―
歯
科
衛
生
士
は
ど
の
よ
う

に
し
て
生
ま
れ
た
か

　

日
本
で
歯
科
衛
生
士
の
役

割
が
明
確
に
な
っ
た
の
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
。
敗
戦

直
後
の
日
本
を
統
治
し
て
い

た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
、
子
ど
も
に
む

し
歯
が
氾
濫
し
て
い
た
こ
と

を
受
け
、
１
９
４
７
年
に
保

健
所
業
務
に
口
腔
衛
生
を
設

け
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の

翌
年
に
歯
科
衛
生
士
法
が
定

め
ら
れ
、
歯
科
衛
生
士
が
国

家
資
格
と
し
て
認
め
ら
れ

た
。
そ
れ
ま
で
も
「
口
腔
衛

生
婦
」
な
ど
が
存
在
し
た

が
、
そ
の
役
割
は
明
確
で
は

な
か
っ
た
。

―
歯
科
衛
生
士
の
役
割
は
ど

の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
っ
て

き
た
か

　

歯
科
衛
生
士
法
が
制
定
さ

れ
た
当
初
は
「
予
防
処
置
」

の
み
が
業
務
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
た
。「
予
防
処
置
」

と
い
っ
て
も
薬
物
塗
布
以
外

は
、
む
し
歯
予
防
の
啓
発
な

ど
が
主
た
る
業
務
だ
っ
た
。

　

保
健
所
に
配
置
さ
れ
た
歯

科
衛
生
士
は
、
口
腔
衛
生
向

上
に
尽
力
し
た
。
し
か
し
、

む
し
歯
の
罹
患
率
が
高
い
状

況
下
で
は
、
一
次
予
防
よ
り

も
治
療
が
必
要
だ
っ
た
。
こ

れ
を
受
け
、
１
９
５
５
年
に

歯
科
衛
生
士
法
が
改
定
。

「
診
療
補
助
」
が
業
務
に
加

わ
っ
た
。

　

診
療
補
助
が
業
務
範
囲
に

加
わ
っ
た
こ
と
で
歯
科
衛
生

士
の
活
躍
の
場
は
歯
科
医
院

へ
と
広
が
っ
た
。
患
者
が
歯

科
医
院
に
殺
到
し
た
当
時
、

円
滑
に
診
療
を
進
め
る
た
め

に
歯
科
衛
生
士
の
需
要
は
高

ま
っ
て
い
た
。
特
に
61
（
昭

和
36
）
年
に
国
民
皆
保
険
制

度
が
導
入
さ
れ
て
か
ら
は
、

歯
科
衛
生
士
養
成
校
が
飛
躍

的
に
増
え
た
（
下
表
）。

　

そ
の
後
、
生
活
習
慣
病
で

あ
る
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予

防
を
進
め
る
た
め
、
１
９
８

９
年
の
歯
科
衛
生
士
法
改
定

で
「
保
健
指
導
」
が
業
務
範

囲
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

　

「
予
防
処
置
」、「
診
療
補

助
」、「
保
健
指
導
」
と
い
う

歯
科
衛
生
士
の
三
大
業
務

は
、
疾
病
構
造
の
変
化
と
そ

れ
に
伴
う
社
会
的
要
請
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
て
き
た
。

現
在
〜
未
来

―
今
求
め
ら
れ
る
役
割
は

　

高
齢
化
が
進
み
、
生
活
習

慣
病
や
認
知
症
を
抱
え
る
高

齢
者
へ
の
支
援
体
制
の
構
築

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

歯
科
で
は
、
８
０
２
０
運

動
の
成
果
に
よ
っ
て
、
高
齢

者
の
残
存
歯
数
は
増
え
た

が
、
そ
の
分
、
歯
周
病
の
高

齢
者
が
増
加
し
た
。

　

人
口
構
造
、
疾
病
構
造
の

変
化
に
伴
い
、
在
宅
や
介
護

施
設
入
居
者
、
入
院
患
者
に

対
す
る
口
腔
機
能
向
上
、
周

術
期
の
口
腔
機
能
管
理
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

と
あ
る
が
ん
セ
ン
タ
ー
で

は
、
外
来
を
持
た
な
い
病
棟

専
任
の
歯
科
医
師
を
配
置

し
、
入
院
患
者
の
口
腔
機
能

管
理
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

他
に
も
、
高
齢
患
者
の
退
院

後
の
口
腔
機
能
管
理
を
、
歯

科
医
師
会
を
通
じ
て
患
者
の

居
住
地
の
歯
科
医
療
機
関
に

依
頼
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
医
科
・
歯
科

連
携
に
お
い
て
歯
科
衛
生
士

が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

―
２
０
１
５
年
施
行
の
歯
科

衛
生
士
法
改
定
で
「
歯
科
医

師
の〝
直
接
の
〞指
導
の
下
」

の
記
載
が
「
歯
科
医
師
の
指

導
の
下
」
へ
と
変
わ
っ
た
。

中
の
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
を

〝
医
師
の
指
示
〞
で
歯
科
衛

生
士
が
で
き
る
よ
う
求
め
る

声
も
あ
が
っ
て
い
る
。

―〝
医
師
の
指
示
で
〞業
務
を

と
い
っ
た
議
論
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か

　

臨
床
的
に
口
腔
内
の
診
断

は
医
師
で
は
難
し
い
。
歯
科

軽
視
だ
と
の
批
判
も
あ
る
。

ま
た
、
診
療
報
酬
と
い
う
限

ら
れ
た
パ
イ
の
中
で
、
患
者

を
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
も
そ
も
の
問

題
は
、
こ
の
議
論
が
国
民
医

療
向
上
の
立
場
で
無
く
、
医

療
費
削
減
の
手
段
と
し
て
進

め
ら
れ
る
こ
と
だ
。
超
高
齢

化
社
会
の
中
で
歯
科
に
求
め

ら
れ
る
役
割
は
大
き
く
、
歯

科
衛
生
士
の
活
躍
の
場
が
拡

が
る
こ
と
自
体
は
否
定
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
の

歯
科
衛
生
士
の
活
躍
の
場
は

世
界
的
に
見
て
も
限
定
的
で

あ
る
こ
と
は
事
実
だ
。

世
界
と
の
比
較

―
欧
米
に
お
け
る
歯
科
衛
生

士
の
役
割
と
評
価
は

　

欧
米
に
お
け
る
歯
科
衛
生

士
の
業
務
範
囲
は
驚
く
ほ
ど

広
範
に
渡
る
。
レ
ン
ト
ゲ
ン

の
撮
影
・
読
影
、
局
所
麻

酔
、
印
象
採
取
、
抜
糸
に
む

し
歯
・
歯
周
病
の
診
断
―
。

歯
科
衛
生
士
の
開
業
を
認
め

て
い
る
国
も
あ
る
。

　

ま
た
、
社
会
的
な
評
価
も

高
い
。
ア
メ
リ
カ
の
い
い
仕

事
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
５
年

版
で
は
、
歯
科
衛
生
士
は
安

定
性
と
年
収
の
高
さ
か
ら
５

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
（
歯
科
医

師
は
１
位
）。
ア
メ
リ
カ
は

自
由
診
療
制
で
あ
り
、
単
純

な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
人

気
の
職
業
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

一
方
、
国
家
資
格
で
あ
り

な
が
ら
、
日
本
の
歯
科
衛
生

士
の
就
業
率
は
異
常
に
低

い
。
こ
れ
は
社
会
的
評
価
が

低
い
こ
と
に
要
因
が
あ
る
。

歯
科
衛
生
士
の
技
術
は
診
療

報
酬
上
で
も
低
く
抑
え
ら
れ

て
お
り
、
待
遇
も
決
し
て
良

い
と
は
言
え
な
い
。

　

欧
米
と
比
較
し
て
も
日
本

の
歯
科
衛
生
士
の
教
育
水
準

が
低
い
わ
け
で
は
な
い
。
歯

科
医
療
の
高
度
化
に
伴
い
、

２
０
１
０
年
か
ら
す
べ
て
の

養
成
機
関
は
３
年
制
以
上
と

な
り
、
４
年
制
大
学
で
の
学

部
創
設
も
進
ん
で
い
る
。

　

超
高
齢
化
社
会
で
歯
科
衛

生
士
が
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
歯
科
医
療
の
発
展
と
国

民
医
療
向
上
の
た
め
に
も
、

正
当
な
評
価
が
求
め
ら
れ

る
。
歯
科
医
師
に
は
、
歯
科

衛
生
士
の
社
会
的
評
価
向
上

に
向
け
、
支
援
す
る
立
場
に

あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う
。

　歯科衛生士法が施行されて70年近くが経ち、歯
科衛生士は診療現場に欠かせない存在となった。
高齢化が進み、疾病構造が変化するなか、期待さ
れる役割はますます大きくなっている。歯科衛生
士の役割はどのような変遷をたどり、今後どうな
っていくのか―。神戸常盤大学短期大学部で長年
歯科衛生士の教育に従事されてきた野村慶雄氏に
聞いた。

野村慶雄　のむら・よしお
　1971年、大阪大学歯学部卒業。兵庫医科
大学講師（歯科口腔外科学教室）、岡山大
学歯学部助教授を歴任し、2008年に神戸常
盤大学短期大学部口腔保健学科教授に着
任。2017年３月、定年により同職を退官。

歯科衛生士養成所数の推移
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そ
の
狙
い
は

　

法
改
定
で
、

「〝
直
接
の
〞
指

導
」
が
要
件
か
ら

は
ず
れ
、
歯
科
衛

生
士
の
活
動
条
件

が
緩
和
さ
れ
た
。

こ
れ
は
超
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
る

こ
と
が
狙
い
だ
と

捉
え
て
い
る
。
高

齢
者
へ
の
歯
科
か

ら
の
支
援
が
強
く

求
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
改
定
に

と
ど
ま
ら
ず
、
入

院
中
や
施
設
入
居


